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最新問題: 1
管理者は、Events Serviceクラスターの容量を改善するように求められます。クラスターに
容量を追加するための推奨される方法は何ですか?
A.新しいイベントサービスクラスターを追加して負荷を共有します。
B.既存のノードと一致する同一のハードウェアを備えたマシン上で実行されているノー
ドを追加します。

C.クラスターのマスターノードにストレージを追加します。
D.できるだけ多くの既存のノードにストレージを追加します。
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

Cisco AppDynamics Professional Implementer (CAPI)のドキュメントによると、Events
Serviceクラスタに容量を追加する推奨方法は、既存のノードと一致する同一のハード
ウェアを備えたマシン上で実行されているノードを追加することです12。これにより、ク
ラスターのデータストレージ、レプリケーション、冗長性が向上し、クエリの処理能力も向

上します。Events Serviceクラスターは水平方向に拡張可能なため、データストレージ要
件の増大に応じてノードを追加できます32。イベントサービスは、同一のディレクトリ構
造、ユーザーアカウントプロファイル、ハードウェアプロファイルを持つ専用マシンで実

行する必要があります1。ヒープスペースの割り当てについては、AppDynamicsでは、使用
可能な RAMの半分 (最小 7 GBから最大 31 GB)をイベントサービスプロセスに割り当
てることをお勧めします1。ソリッドステートドライブ (SSD)はハードディスクドライ
ブ (HDD)よりも大幅にパフォーマンスが優れているため、実稼働環境での導入に推奨され
ます1。
間違ったオプションは次のとおりです。

新しい Events Serviceクラスターを追加して負荷を共有します。(A)これは、複数のクラス
ターを管理し、データとクエリを適切なクラスターにルーティングするための複雑さと

https://www.jpnpdf.com/Cisco.500-430.v2024-03-17.q17-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Cisco.500-430.v2024-03-17.q17-mondaishu.html


オーバーヘッドがさらに増大するため、推奨されません。また、複数のクラスターで分析を

有効にするには、より多くのライセンスユニットが必要になります。

クラスターのマスターノードにストレージを追加します。これは、クラスターのデータレ

プリケーションや冗長性、クエリの処理能力を向上させないため、お勧めできません。ま

た、マスターノードのストレージがワーカーノードより多くなるため、クラスター内に不

均衡が生じ、クラスターのパフォーマンスと安定性に影響を与える可能性があります。

できるだけ多くの既存のノードにストレージを追加します。(D)これは、クラスターのデー
タ複製や冗長性、クエリの処理能力を向上させないため、推奨されません。また、一部の

ノードが他のノードよりも多くのストレージを保有するため、クラスター内に不均衡が生

じ、クラスターのパフォーマンスと安定性に影響を与える可能性があります。

参考文献:
1: Cisco AppDynamicsプロフェッショナル実装者 (500-430)
2:イベントサービス要件 - AppDynamics
3:イベントサービスのデプロイメント - AppDynamics
4:イベントサービスのデプロイメント - AppDynamics

最新問題: 2
AppDynamicsコントローラーが 500エージェントのサポートを超えて成長するにつれ
て、何がより重要になるでしょうか?
A. CPU使用率
B.コントローラに割り当てられた RAM
C.ネットワークスループット
D.ディスク VO
E. GlassFishサーバー上のスレッド数
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

AppDynamicsコントローラーが 500エージェントのサポートを超えると、ネットワーク
スループットがより重要になります。これは、コントローラーがエージェントからの大量

のデータを処理するだけでなく、UIおよび APIクライアントからのリクエストに対応する
必要があるためです。ネットワークスループットは、一定時間内にネットワーク上で転送

できるデータ量の尺度です。ネットワークスループットが低いと、コントローラとエー

ジェントまたはクライアント間の通信で遅延、エラー、またはタイムアウトが発生する可

能性があります。したがって、コントローラーのネットワークスループットを監視し、予想

される負荷の最小要件を満たしていることを確認することをお勧めします123。参考資料:
コントローラーのシステム要件、パフォーマンスとコントローラーのサイジングのガイド

ライン、Microsoft Azureで AppDynamicsを実行する方法

最新問題: 3
Linuxに AppDynamicsコントローラーをインストールする前に必要な 2つの準備タスク
はどれですか? (2つお選びください。)
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A. JREをインストールします。
B. MySQLポート (3388)が開いていることを確認します。
C. SSHをインストールします。
D. libaioをインストールします。
E.十分な一時 (tmp)スペースが利用可能であることを確認します (少なくとも 1 GB)。
Answer: (解答を表示する)
説明

Linuxに AppDynamicsコントローラーをインストールする前に、システムが要件を満た
し、インストールがスムーズに実行されることを確認するために、いくつかの準備タスク

を実行する必要があります。これらのタスクのうち 2つは次のとおりです。
libaioがまだインストールされていない場合は、ホストマシンに libaioをインストールし
ます。このライブラリは、コントローラに必要なシステム上の非同期 I/O操作を容易にしま
す。Linuxディストリビューションのパッケージマネージャー (yumや apt-getなど)を使
用して libaioをインストールできます。たとえば、CentOSでは、yum install libaio1を実行
できます。

システム上に十分な一時 (tmp)スペース (少なくとも 1 GB)があることを確認してくださ
い。コントローラーのインストールでは、tmpスペースを使用してソフトウェアコンポー
ネントを抽出してインストールします。df -h /tmp2を実行すると、tmpスペースを確認で
きます。tmpスペースが不十分な場合は、不要なファイルを削除してスペースを解放する
か、-Djava.io.tmpdirパラメーターをインストーラーに渡してインストール用に別の一時
ディレクトリを指定します3。
その他の準備タスクには、ユーザーアカウントの権限の確認、ウイルススキャナの構

成、netstatネットワークユーティリティのインストール、ファイル記述子の制限 2の設定
などがあります。参考資料:コントローラー用の Linuxの準備、Linuxへのコントローラー
のインストール、および AppDynamicsドキュメントの [コントローラーのシステム要件]。

最新問題: 4
カスタム拡張機能をマシンエージェントに追加するには、少なくともどのアーティファク

トが必要ですか?
A.ディレクトリ
Jarまたはスクリプトファイル
Monitor.xmlファイル
B.ディレクトリ
Manitor.xmlファイル
Custom-gxtension.xmlファイル
C.ディレクトリ
ジップエクステンション

Monitor.xmlファイル
D.ディレクトリ
スクリプトファイル
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Config.jsonファイル
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

カスタム拡張機能をマシンエージェントに追加するには、ディレクトリ、jarまたはスクリ
プトファイル、monitor.xmlファイルの少なくとも 3つのアーティファクトが必要です12。
このディレクトリは、拡張ファイルを次のディレクトリに配置する場所です。

<machine_agent_home>/monitorsディレクトリ。jarまたはスクリプトファイルは、カス
タムメトリックを収集してマシンエージェントに報告する実行可能ファイルで

す。monitor.xmlファイルは、拡張機能の名前、頻度、パラメーターを定義する構成ファイル
です。オプションで、拡張機能のライブラリ、構成ファイル、テンプレートなどの他のファ

イルを含めることもできます12。参考資料:スクリプト、拡張機能、カスタムメトリックを
使用した監視拡張機能の構築

最新問題: 5
インストール中に AppDynamiesコントローラーによって作成される 2つのユーザーアカ
ウントはどれですか? (2つお選びください。)
A. Elastic Searchルートユーザー
B. GlassFishの管理者ユーザー
C.顧客が指定したコントローラ管理者アカウント
D.コントローラを実行する OSユーザー
E. REST APIユーザー
F. MySQL appd管理者ユーザー
Answer: B,C (メーッセージを残す)
説明

AppDynamicsコントローラは、GlassFishアプリケーションサーバー上で実行さ
れ、MySQLデータベースを使用する Java Webアプリケーションです。コントローラーの
インストール中に、デフォルトで 2つのユーザーアカウントが作成されます。
GlassFish asadminユーザーは、GlassFishサーバーの管理ユーザーです。このユーザーに
は、GlassFishサーバーとそのドメインを起動、停止、構成する権限があります。このユー
ザーのデフォルトのユーザー名は admin、デフォルトのパスワードは appdynamicsです。
このユーザーのパスワードは、インストール後に asadminコマンドラインツール 1を使
用して変更できます。

顧客指定のコントローラ管理者アカウントは、インストールウィザード中に指定するユー

ザーアカウントです。これは、AppDynamicsユーザーインターフェイス (UI)に初めてア
クセスし、アプリケーションの作成、エージェントの構成、ユーザーとグループの管理など

のさまざまなタスクを実行するために使用するアカウントです。このアカウントには任意

のユーザー名とパスワードを選択できますが、AppDynamicsでは ASCII文字のみを使用
することをお勧めします。インストール後にコントローラ UIで追加のユーザーアカウン
トを作成することもできます2。
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他のオプションは、コントローラーのインストールによって作成されるユーザーアカウン

トではありません。Elastic searchの rootユーザー、REST APIユーザー、および MySQL
appd管理ユーザーは、コントローラーコンポーネントによって内部的に使用され、エンド
ユーザーには公開されないユーザーアカウントです。コントローラを実行する OSユー
ザーは、インストール前にホストマシン上で作成する必要があるユーザーアカウントであ

り、コントローラのインストールによって作成されるものではありません3。参照:
AppDynamicsドキュメントの「コントローラーのインストール」、「ユーザーとグループの

管理」、「ルートユーザーと Glassfish管理者のパスワードの更新」。

最新問題: 6
AppDynamics REST APIを使用してメトリクスを取得する正当な理由を 3つ挙げてくだ
さい。（3つお選びください。）
A. 1分単位のデータをアーカイブします。
B.平均ノード可用性を示すために毎月実行されるカスタムレポートを作成します。
C. 2つの既存のメトリックに基づいて新しいメトリックを計算します。
D.ヘルスルールを評価するため
E.ヘルスルール違反を取得します。
F.ベースラインを使用してアラートを作成し、内部の発券システムに送信します。
Answer: A,C,E (メーッセージを残す)
説明

メトリクスを取得する AppDynamics REST APIを使用すると、メトリクスのパスとデータ
の時間枠を指定することで、メトリクスに対して生成された値を取得できます1。この API
を使用する正当な理由には次のようなものがあります:
1分単位のデータをアーカイブします。AppDynamicsコントローラーは、保持期間に応じ
てさまざまなレベルの粒度でメトリックデータを保存します。たとえば、1分の粒度デー
タを 8日間、10分の粒度データを 32日間、1時間の粒度データを 365日保存します。1分
粒度のデータを 8日を超えてアーカイブする場合は、APIを使用してデータを取得し、外
部データベースまたはファイルシステムに保存できます。

2つの既存のメトリックに基づいて新しいメトリックを計算します。AppDynamicsコント
ローラーは、平均応答時間、1分あたりのコール数、1分あたりのエラー数など、いくつかの
組み込みメトリックを提供します。ただし、エラーとエラーの比率など、コントローラーで

は利用できない新しいメトリックを計算することもできます。コール、または遅いトラン

ザクションの割合。APIを使用して既存のメトリクスの値を取得し、独自のロジックまたは
式を使用して計算を実行できます。

ヘルスルール違反を取得します。正常性ルールは、アプリケーションコンポーネントのパ

フォーマンスと可用性のしきい値を定義するルールです。正常性ルールに違反する

と、AppDynamicsコントローラーはイベントを生成し、オプションでポリシーアクション
をトリガーします。APIを使用して、特定のアプリケーション、時間範囲、重大度レベルの
正常性ルール違反のリストを取得できます。これは、アプリケーションの状態を監視およ
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びトラブルシューティングし、必要に応じて修正措置を講じるのに役立ちます。参考資料:
メトリクスデータの取得、ヘルスルール API

最新問題: 7
アップグレード後にアプリケーションサーバーが再起動されました。アップグレードされ

た Javaエージェントが正常に実行されていることを確認する 2つの有効な方法は何です
か? (2つお選びください。)
A.アプリケーションログに成功を示すメッセージが含まれていることを確認します。
B.コントローラ Ul内のノードが、アプリエージェントがレポートしていることを示して
いることを確認します。

C.メトリックブラウザでそのノードの Javaエージェントバージョンメトリックを確認
します。

D. Javaエージェントログに、エージェントが正常に開始されたことを示すメッセージが
含まれていることを確認します。

Answer: B,C (メーッセージを残す)
説明

Cisco AppDynamics Professional Implementer (CAPI)のドキュメントによると、アップグ
レードされた Javaエージェントが正常に実行されていることを確認する有効な方法は次
の 2つです。
コントローラー UI内のノードが、アプリエージェントがレポートしていることを示して
いることを確認します。(B)コントローラー UIは、ユーザーが AppDynamicsエージェント
によって計測されるアプリケーション、層、ノード、およびその他のエンティティのパ

フォーマンスを監視および管理できるWebベースのアプリケーションであるため、これ
は有効な方法です。コントローラー UIには、各層内のノードのステータスが表示され、ア
プリエージェントがレポートしているかどうかが示されます。アプリエージェントがレ

ポートしている場合、ノードアイコンは緑色でエージェントのバージョンを示します。ア

プリエージェントがレポートを行っていない場合、ノードアイコンは灰色になり、エー

ジェントが最後にレポートした時間が表示されます。ユーザーは、ノードアイコンの上に

マウスを置くと、エージェントタイプ、エージェントバージョン、エージェントランタイ

ムディレクトリ、エージェントプロパティファイルなどの詳細を表示することもできま

す。ユーザーは、ノードアイコンが緑色で、エージェントの最新バージョンが表示されてい

ることを確認することで、アップグレードされた Javaエージェントが正常に実行されて
いることを確認できます12。
メトリックブラウザでそのノードの Javaエージェントバージョンメトリックを確認し
ます。メトリックブラウザーはユーザーが AppDynamicsエージェントによって収集され
たメトリックを表示および分析できるようにするコントローラー UIの機能であるため、こ
れは有効な方法です。メトリックブラウザには、階層ツリー構造でメトリックが表示され

ます。各ノードは、メトリックカテゴリ、メトリック名、またはメトリック値を表します。

ユーザーはノードを展開または折りたたんで、メトリクスを選択または選択解除してグラ
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フに表示できます。ユーザーは、フィルター、時間範囲、ベースライン、その他のオプション

を適用してグラフをカスタマイズすることもできます。ユーザーは、メトリックブラウザ

でそのノードの Javaエージェントバージョンメトリックに移動することで、アップグ
レードされた Javaエージェントが正常に実行されていることを確認できます。Javaエー
ジェントバージョンメトリックは、ノード上で実行されている Javaエージェントのバー
ジョン番号を示します。ユーザーはメトリック値を予想されるエージェントのバージョン

と比較し、アップグレード後にメトリックが更新されていることを確認できます34。
間違ったオプションは次のとおりです。

アプリケーションログに成功を示すメッセージが含まれていることを確認します。(A)ア
プリケーションログには Javaエージェントのアップグレードの成功を示すメッセージが
含まれていないため、これは有効な方法ではありません。アプリケーションログは、起動、

シャットダウン、エラー、警告、デバッグ情報など、アプリケーションサーバーで発生する

イベントやメッセージを記録するファイルです。アプリケーションログには、インストー

ル、アップグレード、構成、レポートなど、Javaエージェントで発生するイベントやメッ
セージは記録されません。Javaエージェントには独自のログファイルがあり、
<agent_home>/logsディレクトリ。このディレクトリには、Javaエージェントのアップグ
レードの成功または失敗を示すメッセージが含まれます。

Javaエージェントログに、エージェントが正常に開始されたことを示すメッセージが含
まれていることを確認します。(D) Javaエージェントログには、アップグレード後にエー
ジェントが正常に開始されたことを示すメッセージが含まれていないため、これは有効な

方法ではありません。Javaエージェントログは、インストール、アップグレード、構成、レ
ポートなど、Javaエージェントで発生するイベントとメッセージを記録するファイルで
す。Javaエージェントログには、Javaエージェントのアップグレード時ではなく、アプリ
ケーションサーバーの起動時にエージェントが正常に開始されたことを示すメッセージ

が含まれています。Javaエージェントのログには、Javaエージェントのアップグレードの
成功または失敗を示すメッセージは含まれません。Javaエージェントログは
<agent_home>/logsディレクトリにあり、エージェントが正常に開始されたことを示す
メッセージは「Agent Startup Complete」です。
参考文献:
1:層とノード - AppDynamics
2:階層ダッシュボード - AppDynamics
3:メトリクスブラウザ - AppDynamics
4: Javaエージェントのメトリクス - AppDynamics
[5]: Javaエージェントログ - AppDynamics
[6]: Javaエージェントのトラブルシューティング - AppDynamics

最新問題: 8
EUMエージェントとは何ですか?
A.マシンエージェントと通信します。



B. AppDynamicsコントローラーと通信します。
C.イベントサービスと通信します。
D. EUMコレクターと通信します。
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

EUMエージェントは、Web、モバイル、または IoTアプリケーションで実行され、エンド
ユーザーエクスペリエンスに関するメトリクスを収集する特別なエージェントです。EUM
エージェントは、EUMエージェントによって送信された生のメトリクスを検証、集計、お
よびパッケージ化するコンポーネントである EUMコレクタと通信します12。EUMコレク
ターは、AppDynamicsが提供する SaaSサービス、または顧客がインストールしたオンプ
レミスサーバーのいずれかになります12。次に、EUMコレクターは、保存、分析、視覚化の
ために、処理されたメトリクスを AppDynamicsコントローラーとイベントサービスに送
信します12。参考資料:エンドユーザー監視の概要、EUMデータ

最新問題: 9
Linux上で実行されるスタンドアロン Machine Agentの 2つの機能は何ですか? (2つお選
びください。)
A.分析イベントのフォワーダーとして機能できます。
B. SNMPアラートを送信できます。
C.複数の AppDynamicsコントローラーと通信できます。
D.ダウンしても自動的に再起動できます。
E.カスタムメトリクスの HTTPリスナーを開始できます。
Answer: A,E (メーッセージを残す)
説明

AppDynamicsスタンドアロンマシンエージェントは、ホストマシン上で実行さ
れ、CPU、メモリ、ディスク、ネットワーク使用量などのハードウェアとインフラストラク
チャのメトリックを収集する Javaプログラムです。Machine Agentは、次のような追加機
能も実行できます。

分析イベントのフォワーダーとして機能: Machine Agentは、ビジネストランザクション、
ログ、ブラウザー、モバイル、合成イベントをアプリケーションエージェントから分析デー

タ用の分散型のスケーラブルなデータストアである AppDynamics Events Serviceに転送
するように構成できます。マシンエージェントは、カスタムイベントを SDKまたは API
からイベントサービスに転送することもできます。これにより、ダッシュボード、クエリ、

ファネル、メトリクスなどの AppDynamics Analytics機能を使用して、アプリケーション
とユーザーのパフォーマンスと動作を分析できるようになります12。
カスタムメトリックの HTTPリスナーの開始:スクリプト、ツール、その他のアプリケー
ションなどの外部ソースからカスタムメトリックを受信できる HTTPリスナーを開始す
るように Machine Agentを構成できます。その後、マシンエージェントはこれらのカスタ
ムメトリックを AppDynamicsコントローラーにレポートできるようになり、メトリック
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ブラウザーで表示したり、ヘルスルール、ポリシー、またはダッシュボードで使用したりで

きます。これにより、デフォルトのマシンエージェントメトリクスでカバーされないシス

テムのあらゆる側面を監視できるようになります34。
他のステートメントは次の理由から誤りです。

B: Machine Agentは SNMPアラートを送信できません。マシンエージェントは、外部ソー
スから SNMPトラップを受信し、それをイベントとして AppDynamicsコントローラーに
報告することのみが可能です。AppDynamicsコントローラーは、正常性ルール違反または
イベントに基づいて SNMPアラートを外部システムに送信できますが、これは Machine
Agent5の機能ではありません。
C: Machine Agentは複数の AppDynamicsコントローラーと通信できません。マシンエー
ジェントは、一度に 1つのコントローラとのみ通信できます。これは、エージェント構成
ディレクトリのcontroller-info.xmlファイルで指定されます。複数のコントローラで同じホ
ストマシンを監視する場合は、同じマシンに複数のマシンエージェントをインストール

し、それぞれが異なるコントローラ構成とポート番号を使用する必要があります。

D: Machine Agentがダウンすると、それ自体を再起動できません。Machine Agentには、障
害やクラッシュが発生した場合に自動的に再起動するメカニズムが組み込まれていませ

ん。外部ツールまたはスクリプトを使用してマシンエージェントプロセスを監視し、必要

に応じて再起動する必要があります。あるいは、AppDynamicsエージェントインストー
ラーを使用して、マシンエージェントをサービスとしてデプロイすることもできます。こ

れは、障害時に自動的に再起動するように構成できます。

参照:分析エージェント、分析データ、HTTPリスナー、カスタムメトリック、SNMPト
ラップアラート統合、[SNMP統合]、[マシンエージェント構成プロパティ]、[マシンエー
ジェントのインストール]、
[エージェントインストーラー]、[マシンエージェントの起動と停止]

最新問題: 10
AppDynamicsコントローラーのサイジングを決定する際に最も重要な要素は何ですか?
A.コントローラー上の 1分あたりの予測メトリック負荷
B.アプリケーションのパフォーマンスを監視するためにコントローラにログオンしてい
る管理者/エンドユーザーの数
C.コントローラーに報告するエージェントのタイプ
D.コントローラー上に作成される AppDynamicsアプリケーションの数
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

AppDynamicsコントローラーのサイジングを決定する際の最も重要な要素は、コントロー
ラー上の 1分あたりの予測メトリック負荷です。これは、メトリック負荷がコントロー
ラー上の実際のワークロードを表しており、アプリケーションの性質、AppDynamics構
成、および使用パターンに依存するためです。エージェントの数、エージェントの種類、管

理者/エンドユーザーの数、AppDynamicsアプリケーションの数は単なる概算であり、特
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定のシナリオによって大きく異なる可能性があります。したがって、実稼働環境にデプロ

イする前に、ステージング環境でシステムのパフォーマンスをテストし、メトリックの

アップロード速度を使用してコントローラーのサイジングを検証することをお勧めしま

す。参考資料:コントローラーのシステム要件、パフォーマンスとコントローラーのサイジ
ングのガイドライン、Microsoft Azureで AppDynamicsを実行する方法、プラットフォーム
の要件

最新問題: 11
大規模および超大規模パフォーマンスプロファイルが他のプロファイルタイプと異なる

2つの点は何ですか?
(2つお選びください。)
A.ベアメタルサーバーにインストールする必要があります。
B.高可用性ツールキットを使用して実行する必要があります。
C.Windowsではサポートされていません。
D.エンタープライズグレードのデータベースが必要です。
E.ディスク容量が 2 GBを下回ると、アラートが生成されます。
Answer: D,E (メーッセージを残す)
説明

AppDynamicsパフォーマンスプロファイルは、AppDynamicsプラットフォームのさまざ
まなレベルの負荷とスケーラビリティをサポートするように設計されたシステム要件と構

成設定の事前定義されたセットです。パフォーマンスプロファイルは、プラットフォーム

が処理する必要があるエージェント、メトリック、イベントの数に応じて、小規模から超大

規模までの範囲になります。大および特大パフォーマンスプロファイルは、次の点で他の

プロファイルタイプと異なります。

エンタープライズグレードのデータベースが必要です。大規模および超大規模のパフォー

マンスプロファイルには、エンタープライズグレードの外部 MySQLデータベースが必要
です。つまり、高可用性、スケーラビリティ、パフォーマンス、およびセキュリティ機能を備

えています。データベースには、予想される負荷と増加に対処するのに十分なディスク領

域、メモリ、CPUリソースも必要です。AppDynamicsプラットフォームは、データベース
を使用して構成データ、メトリックデータ、イベントデータ、分析データを保存します12。
ディスク容量が 2 GBを下回るとアラートが生成される:大および特大パフォーマンスプ
ロファイルには、コントローラホスト上のディスク容量が 2 GBを下回ると管理者に通知
するアラートメカニズムが組み込まれています。これは、コントローラーには一時ファイ

ル、ログ、バックアップ、スナップショットを保存するのに十分なディスク領域が必要であ

るためです。ディスク容量が不十分な場合、コントローラのパフォーマンスの低下、データ

の損失、または破損が発生する可能性があります。管理者はディスク領域の使用状況を監

視し、必要に応じて領域を解放したり、ディスク容量を追加したりする必要があります34。
他のステートメントは次の理由から誤りです。

https://www.jpnpdf.com/Cisco.500-430.v2024-03-17.q17-mondaishu.html


A:ベアメタルサーバーにインストールする必要はありません。大および超大のパフォーマ
ンスプロファイルは、LinuxやWindowsなどのサポートされているオペレーティングシ
ステムや、物理、仮想、クラウドなどのサポートされているプラットフォームにインストー

ルできます。ただし、ホストマシンには、パフォーマンスプロファイル要件を満たすのに

十分な CPU、メモリ、およびネットワークリソースが必要です12。
B:高可用性ツールキットを使用して実行する必要はありません。高可用性ツールキット
は、AppDynamicsプラットフォームの高可用性展開を構成および管理するために使用でき
るオプションのツールです。この展開では、複数のコントローラーがクラスター化されて

冗長性とフェイルオーバーが提供されます。高可用性ツールキットは、大規模プロファイ

ルや超大規模プロファイルだけでなく、あらゆるパフォーマンスプロファイルで使用でき

ます。ただし、高可用性ツールキットにはライセンスと追加のハードウェアおよびソフト

ウェアリソースが必要です。

C: Windowsでサポートされています。ホストマシンがパフォーマンスプロファイル要件
を満たしている限り、大規模および特大パフォーマンスプロファイルはWindows Server
2012、2012 R2、2016、または 2019にインストールできます。ただし、高可用性ツールキッ
ト、Enterprise Console、Events Service12など、一部の機能や構成はWindowsでは利用で
きない、またはサポートされていない場合があります。

参考資料:プラットフォーム要件、コントローラーシステム要件、コントローラーディス
ク容量要件、コントローラーディスク容量アラート、[高可用性]、[高可用性ツールキット]

最新問題: 12
AppDynamicsコントローラーが正しくスケーリングされていない場合に発生する 2つの
症状はどれですか? (2つお選びください。)
A.スナップショットは 2週間を過ぎると利用できなくなります。
B.ヘルスルール違反がより頻繁に発生します。
C.層の平均応答時間が通常よりも長くなります。
D.コントローラーのメトリックレポートは現在時刻より 7～ 10分遅れています。
E.コントローラ Ulの動作が遅い。
Answer: D,E (メーッセージを残す)
説明

Cisco AppDynamics Professional Implementer (CAPI)のドキュメントによる
と、AppDynamicsコントローラが正しくスケーリングされていない場合に発生する 2つの
症状は次のとおりです。

コントローラーのメトリックレポートは、現在時刻より 7～ 10分遅れています。(D)
AppDynamicsコントローラーは、アプリケーション、層、ノード、およびその他のエンティ
ティを監視するエージェントからメトリクスを収集、処理、および保存するため、これは有

効な症状です。コントローラーが正しくスケーリングされていない場合、受信メトリック

データを処理するための十分なリソース (CPU、メモリ、ディスク領域、ネットワーク帯域
幅など)がない可能性があります。これにより、メトリクスデータのバックログが発生し、
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コントローラーが現在時刻より遅れる可能性があります。コントローラーのメトリックレ

ポートの遅延は、パフォーマンス分析とトラブルシューティングの精度と適時性に影響を

与える可能性があります12。
コントローラー UIのパフォーマンスが遅い。(E) AppDynamicsコントローラー UIは、
ユーザーが AppDynamicsプラットフォームのパフォーマンスデータと構成設定にアクセ
ス、視覚化、操作できるようにするWebベースのアプリケーションであるため、これは正
当な症状です。コントローラーが正しくスケーリングされていない場合、UIリクエストを
処理するのに十分なリソース (CPU、メモリ、ディスク容量、ネットワーク帯域幅など)が
ない可能性があります。これにより、UIが遅くなったり応答しなくなったりして、ユーザー
エクスペリエンスや生産性に影響を与える可能性があります12。
間違ったオプションは次のとおりです。

スナップショットは 2週間を過ぎると利用できなくなります。(A) AppDynamicsコント
ローラーはデフォルトで 2週間を超えてスナップショットを保存しないため、これは有効
な症状ではありません。スナップショットは、AppDynamicsプラットフォームによって監
視されるビジネストランザクションの実行コンテキストとコールグラフの詳細な記録で

す。スナップショットはパフォーマンスの問題やエラーを診断するのに役立ちますが、大

量のディスク領域を消費します。ユーザーが保持ポリシーを変更しない限

り、AppDynamicsコントローラーは 2週間を超えたスナップショットを自動的に削除しま
す。ディスク容量が使い果たされない限り、スナップショットの可用性はコントローラの

スケーリングの影響を受けません34。
健全性ルール違反がより頻繁に発生します。(B) AppDynamicsコントローラーによって正
常性ルール違反がより頻繁に発生するわけではないため、これは有効な症状ではありませ

ん。正常性ルール違反は、監視対象エンティティのパフォーマンスまたは可用性メトリッ

クがユーザーが定義したしきい値を超えるとトリガーされます。健全性ルール違反は、コ

ントローラー自体ではなく、監視対象のアプリケーション、層、ノード、またはその他のエ

ンティティにパフォーマンスの問題またはエラーが存在することを示します。コントロー

ラーがメトリクスデータの収集または処理に失敗しない限り、ヘルスルール違反の頻度は

コントローラーのスケーリングの影響を受けません5。
層の平均応答時間は通常よりも長くなります。AppDynamicsコントローラーは層の平均応
答時間に影響を与えないため、これは有効な症状ではありません。層の平均応答時間

は、AppDynamicsプラットフォームによって監視されているビジネストランザクション
からの受信リクエストを層が処理するのにかかる平均時間です。層の平均応答時間は、コ

ントローラー自体ではなく、アプリケーションコード、インフラストラクチャ、依存関係、

および層のワークロードのパフォーマンスと動作の影響を受けます。コントローラーがメ

トリクスデータの収集または処理に失敗しない限り、層の平均応答時間はコントローラー

のスケーリングの影響を受けません。

参考文献:
1:コントローラーのシステム要件 - AppDynamics
2:コントローラーのサイジングガイドライン - AppDynamics



3:トランザクションのスナップショット - AppDynamics
4:データ保持の構成 - AppDynamics
5:ヘルスルール - AppDynamics

最新問題: 13
ある企業は、オンプレミスの AppDynamicsコントローラーとオンプレミスの Events
Serviceクラスターをセットアップしました。この Events Serviceクラスターのセット
アップについて説明します。

A.イベントサービス APIポートをデフォルトの 9080/2081から再構成することはできま
せん。

B.コントローラーは、イベントサービスクラスターとの通信を開始できる必要がありま
す。

C.イベントサービスクラスターはコントローラーとの通信を開始できる必要がありま
す。

D. Events Serviceクラスターの前にロードバランサーや仮想 IPアドレスは必要ありませ
ん。

Answer: (解答を表示する)
説明

イベントサービスは、アプリケーション分析、データベースの可視性、およびエンドユー

ザー監視の展開によって生成された非構造化データ用のオンプレミスデータストレージ

機能です。イベントサービスは、データ量と可用性の要件に応じて、単一ノードまたは 3
つ以上のノードのクラスターとして展開できます。

コントローラーと他のイベントサービスクライアントは、イベントサービスに接続して、

分析データを保存および取得します。したがって、コントローラーがイベントサービス

APIポート (デフォルト 9080/2081)を使用してイベントサービスクラスターとの通信を
開始できることが重要です。Events Serviceクラスターはクライアントからの要求にのみ
応答するため、コントローラーとの通信を開始する必要はありません。イベントサービス

APIポートは、必要に応じて、各ノードの conf/events-service-api-store.propertiesファイ
ルを変更することで、デフォルト値から再構成できます。ただし、クライアントも新しい

ポート値で更新する必要があります。また、Events Serviceクラスターの前にロードバラ
ンサーまたは仮想 IPアドレスを使用して、クライアントに単一のエンドポイントを提供
し、ノード間のロードバランシングとフェールオーバーを有効にすることもお勧めしま

す。参照: AppDynamicsドキュメントの「イベントサービスのデプロイメント」、「Linuxで

のイベントサービスのインストール」、および「Windowsでのイベントサービスのインス

トール」。

最新問題: 14
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AppDynamicsコントローラーの JVMオプションを定義して、コントローラーのアップグ
レード後も JWMオプションが保持されるようにするために使用できる 2つの方法はどれ
ですか? (2つお選びください。)
A. AppDynamicsが提供するmodifyJvmOptionsユーティリティを使用します。
B. Enterprise Consoleの [コントローラ設定]ページで JVMオプションを定義します。
C. java -javaagent:"options jar"を介して JVMオプションをコントローラーに渡します。
D. AppDynamicsが提供するcontroller.shスクリプトを使用します。
E.ドメインで JVMオプションを手動で定義します。xmiファイル。
Answer: (解答を表示する)
説明

Cisco AppDynamics Professional Implementer (CAPI)のドキュメントによる
と、AppDynamicsコントローラの JVMオプションを定義して、コントローラのアップグ
レード後も JVMオプションが保持されるようにするために使用できる方法は次の 2つで
す。

AppDynamicsが提供するmodifyJvmOptionsユーティリティを使用します。(A)これは有効
な方法です。modifyJvmOptionsユーティリティは、ファイルを手動で編集せずに、コント
ローラの JVMオプションを追加、削除、または一覧表示できるスクリプトであるためで
す。このユーティリティは、JVMオプションの構文と形式も検証し、元の構成のバックアッ
プを作成します。ユーティリティは次の場所にあります。

<controller_home>/binディレクトリにあり、LinuxまたはWindowsプラットフォームで実
行できます。ユーティリティは、

指定された JVMオプションを含む
<controller_home>/appserver/glassfish/domains/domain1/config/domain.xmlファイル。こ
れらはコントローラーのアップグレード中に保存されます12。
Enterprise Consoleの「コントローラ設定」ページで JVMオプションを定義します。(B)

Enterprise Consoleの [コントローラ設定]ページは、JVMオプションを含むコントローラ
のさまざまな設定を構成できるグラフィカルユーザーインターフェイスであるため、これ

は有効な方法です。Enterprise Consoleは、コントローラー、イベントサービス、EUMサー
バーなどの AppDynamicsプラットフォームコンポーネントを一元管理する方法を提供す
るWebベースのアプリケーションです。Enterprise Consoleは、コントローラのアップグ
レードプロセスも処理し、[コントローラの設定]ページで定義された JVMオプションを
保存します34。
間違ったオプションは次のとおりです。

java -javaagent:"options jar"を介して JVMオプションをコントローラーに渡しま
す。AppDynamicsエージェントの jarファイルへのパスの指定には、コントローラーの
JVMオプションではなく、java -javaagentオプションが使用されるため、これは有効な方
法ではありません。エージェント jarファイルは、コントローラー自体ではな
く、AppDynamicsプラットフォームによって監視される Javaアプリケーションを計測す
るために使用されます。エージェントの jarファイルには、コントローラのホスト、ポート、
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アカウント名、アクセスキー、アプリケーション名などのエージェント構成プロパティも

含まれています。このオプションを介して JVMオプションをコントローラーに渡しても、
コントローラーのパフォーマンスや動作には影響しません5。
AppDynamicsが提供するcontroller.shスクリプトを使用します。(D)これは有効な方法で
はありません。controller.shスクリプトは、コントローラーの JVMオプションを定義する
ためではなく、コントローラーを開始、停止、または再起動するために使用されるからで

す。controller.shスクリプトは <controller_home>/binディレクトリにあり、Linuxプラット
フォームで実行できます。controller.shスクリプトは、JVMオプションの引数やパラメー
タを受け入れず、JVMオプションを使用して構成ファイルを更新しません。このスクリプ
トを使用してコントローラーの JVMオプションを定義しても、コントローラーのパフォー
マンスや動作には影響しません6。
ドメイン内で JVMオプションを手動で定義します。xmiファイル。(E)ドメインがあるた
め、これは有効な方法ではありません。xmiファイルは、コントローラーの JVMオプショ
ンの構成ファイルではなく、WebSphere Application Serverの構成ファイルで
す。WebSphere Application Serverは、コントローラー自体ではなく、AppDynamicsプ
ラットフォームによって監視される Javaアプリケーションをホストするために使用でき
る Java EEアプリケーションサーバーです。ドメイン。xmiファイルには、サーバー名、
ポート、セキュリティ、データソース、クラスローダーなどのWebSphere Application
Serverの設定が含まれています。このファイルで JVMオプションを手動で定義しても、コ
ントローラーのパフォーマンスや動作には影響せず、エラーやWebSphere Application
Server構成との競合が発生する可能性があります7。
参考文献:
1:コントローラーの JVMオプションを変更する - AppDynamics
2:コントローラーのリリースアップグレードチェックリスト - AppDynamics
3: Enterprise Consoleを使用してコントローラーを構成する - AppDynamics
4: Enterprise Consoleを使用してコントローラーをアップグレードする - AppDynamics
5: Javaエージェントのインストール - AppDynamics
6:コントローラーの開始と停止 - AppDynamics
7: WebSphere Application Serverの構成 - IBM

最新問題: 15
Mobile SDKのデフォルト設定では____and_____が有効になります。(正しい選択肢を 2
つ選択して文を完成させてください。)
A.クラッシュレポート
B.ユーザーデータ
C.ネットワークリクエスト
D.カスタムタイマー
E.ブレッドクラム
Answer: (解答を表示する)
説明

https://www.jpnpdf.com/Cisco.500-430.v2024-03-17.q17-mondaishu.html


Mobile SDKのデフォルト設定では、クラッシュレポートとネットワークリクエストが有
効になります12。クラッシュレポートは、アプリの異常終了の原因となる未処理の例外や
シグナルをキャプチャして報告します1。ネットワークリクエストは、app2によって行わ
れた HTTPおよび HTTPSリクエストのパフォーマンスとエラーを監視します。これらの
機能はデフォルトで有効になっており、機能させるために追加のコードや構成は必要あり

ません12。参考資料:クラッシュレポート、ネットワークリクエスト

最新問題: 16
現在運用中の EUMサーバーをアップグレードするために管理者が実行する必要がある 2
つのアクションは何ですか? (2つお選びください。)
A. EUMエージェントを停止します。
B. EUMエージェントをアップグレードします。
C. EUMサーバーのアクセスキーを更新します。
D.アップグレード前に EUMサーバーを停止します。
E. ELUMホストマシンで新しいインストーラーを実行します。
Answer: D,E (メーッセージを残す)
説明

現在運用中の EUMサーバーをアップグレードするには、管理者は次の手順に従う必要が
あります。

アップグレードの前に EUMサーバーを停止します。これにより、EUMサーバーはアップ
グレードプロセス中に EUMエージェントからの受信データを処理しなくなります。管理
者は、eum.shまたは eum.batスクリプトを使用して、EUMサーバーを正常に停止できま
す1。
EUMホストマシンで新しいインストーラーを実行します。インストーラーは既存の EUM
Serverインストールを検出し、管理者にそれを最新バージョンにアップグレードするよう
求めます。インストーラーは、必要に応じて、EUMデータを古いバージョンから新しい
バージョンに移行します。管理者は、インストーラーウィザードの指示に従ってアップグ

レードを完了する必要があります2。
他のオプションは、EUMサーバーのアップグレードには必要ないか、または正しくありま
せん。EUMエージェントは新しいバージョンの EUMサーバーと互換性があるため、管理
者は EUMエージェントを停止またはアップグレードする必要はありません。EUMサー
バーのアクセスキーはアップグレード後も同じままであるため、管理者は更新する必要は

ありません。MySQLは EUM Serverインストールパッケージにバンドルされているため、
管理者はインストールする必要はありません2。参考資料: AppDynamicsドキュメントの

「運用 EUMサーバーのアップグレード」および「EUMサーバーの起動と停止」。
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最新問題: 17
データベースエージェントを更新するときに正しい 2つのステートメントはどれですか?
(2つお選びください。)
A.アップグレード中にデータベースエージェントを停止して再起動する必要があります。
B.アップグレード中にエージェントが新しい場所に移動された場合、エージェントの新し
い場所を参照するように AppDynamicsコントローラーを再構成する必要があります。
C.以前のエージェントから作成されたすべてのデータコレクターを新しいエージェント
に移行する必要があります。

D. Controller-info.xmlは、以前のエージェントから新しいエージェントに移行する必要が
ある唯一のファイルです。

E.データベースエージェントをアップグレードした後、AppDynamicsコントローラーを
再起動する必要があります。

Answer: (解答を表示する)
説明

Cisco AppDynamics Professional Implementer (CAPI)のドキュメントによると、データ
ベースエージェントを更新する場合は、次の手順に従う必要があります12。
「データベースエージェントの起動と停止」の特定のインストールの説明に従って、エー

ジェントを停止します。

既存のエージェントディレクトリ <db_agent_home>のコピーを作成します。バックアッ
プすると、必要に応じて以前のエージェントのインストールに戻すことができます。ま

た、controller-info.xml構成ファイルを新しいインストール環境にコピーして、エージェン
ト構成が確実に維持されるようにすることもできます。

「データベースエージェントの管理」の特定のインストールの説明に従って、データベース

エージェントをインストールします。

<backup_db_agent_home>\conf\controller-info.xmlファイルを新しいインストールディレ
クトリにコピーします。

<db_agent_home>\conf.エージェント構成が維持されていることを確認するには、
<backup_db_agent_home>\conf\controller-info.xmlファイルを新しいインストールディレ
クトリにコピーします。

<db_agent_home>\conf.
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新しいエージェントを開始します。「データベースエージェントの起動と停止」を参照して

ください。

データベースエージェントのインストールを確認します。「データベースエージェントの

インストールの確認」を参照してください。

したがって、正しい記述は次のとおりです。

アップグレード中にデータベースエージェントを停止して再起動する必要があります。

(A)以前のエージェントから新しいエージェントに移行する必要があるファイル
は、Controller-info.xmlだけです。
(D)
間違った記述は次のとおりです。

アップグレード中にエージェントが新しい場所に移動された場合は、エージェントの新し

い場所を参照するように AppDynamicsコントローラーを再構成する必要があります。(B)
これは当てはまりません。controller-info.xmlファイルには、コントローラーのホスト、ポー
ト、アカウント名、アクセスキー、および SSL設定に関する情報が含まれています。この
ファイルが新しいエージェントの場所にコピーされている限り、コントローラーを再構成

する必要はありません。

以前のエージェントから作成されたすべてのデータコレクターを新しいエージェントに

移行する必要があります。データコレクターはエージェントではなくコントローラー UI
で構成されているため、これは当てはまりません。エージェントはデータベースからメト

リクスを収集し、コントローラに送信します。データコレクターを新しいエージェントに

移行する必要はありません。

データベースエージェントをアップグレードした後、AppDynamicsコントローラーを再
起動する必要があります。(E)コントローラーはエージェントのバージョンに依存しない
ため、これは当てはまりません。エージェントとコントローラの互換性要件を満たしてい

る限り、エージェントとコントローラには互換性があります。

参考文献:
1:データベースエージェントをアップグレードする - AppDynamics
2:データベースエージェントのリリースアップグレードチェックリスト - AppDynamics
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